
(57)【要約】

【課題】雄端子の挿入力を低減すると共に、接触荷重を

容易に管理することのできる良好な雌端子を提供する。

【解決手段】雌端子５０には、筒状の相手端子挿入部５

２における底壁５４の前端縁から後方に向かって延び、

且つ自由端部５６ａが底壁５４上を摺動可能とされた弾

性接触片５６が設けられる。弾性接触片５６の自由端部

５６ａには、底壁５４に向かって突出し、且つ、雄端子

の挿入による該弾性接触片５６の弾性変形時に底壁５４

上に接触することにより、その接触部分より前側の部分

を底壁５４から浮かせる凸部５７が設けられている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
筒 状 の 相 手 端 子 挿 入 部 に お け る 底 壁 の 前 端 縁 か ら 後 方 に 向 か っ て 延 び 、 且 つ 自 由 端 部 が 前
記 底 壁 上 を 摺 動 可 能 と さ れ た 弾 性 接 触 片 が 設 け ら れ た 雌 端 子 で あ っ て 、
前 記 弾 性 接 触 片 の 自 由 端 部 に は 、 前 記 底 壁 に 向 か っ て 突 出 し 、 且 つ 、 相 手 端 子 の 挿 入 に よ
る 該 弾 性 接 触 片 の 弾 性 変 形 時 に 前 記 底 壁 上 に 接 触 す る こ と に よ り 、 そ の 接 触 部 分 よ り 前 側
の 部 分 を 前 記 底 壁 か ら 浮 か せ る 凸 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 雌 端 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 筒 状 の 相 手 端 子 挿 入 部 に お け る 底 壁 の 前 端 縁 か ら 後 方 に 向 か っ て 延 び 、 且 つ 自
由 端 部 が 前 記 底 壁 上 を 摺 動 可 能 と さ れ た 弾 性 接 触 片 が 設 け ら れ た 雌 端 子 の 改 良 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 雌 端 子 と し て は 、 電 線 接 続 部 の 前 側 に 矩 形 筒 状 の 相 手 端 子 挿 入 部 を 設 け る と 共 に 、
そ の 相 手 端 子 挿 入 部 の 中 に 弾 性 接 触 片 を 設 け 、 相 手 端 子 挿 入 部 に 挿 入 さ れ た 雄 端 子 を 該 弾
性 接 触 片 と 相 手 端 子 挿 入 部 の 天 壁 と の 間 に 挟 持 す る よ う に し た 雌 端 子 が 知 ら れ て い る （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ３ 及 び 図 ４ は 従 来 の 雌 端 子 の 構 成 を 示 す 断 面 図 及 び 要 部 拡 大 図 で あ る 。
雌 端 子 １ は 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 し た よ う に 、 図 示 し な い 電 線 の 端 部 が 接 続 さ れ る 電 線 接 続
部 ３ の 前 側 に 、 雄 端 子 ２ ０ を 挿 入 し 電 気 接 続 す る た め の 相 手 端 子 挿 入 部 ２ を 有 し て い る 。
筒 状 の 相 手 端 子 挿 入 部 ２ に は 、 底 壁 ４ の 前 端 縁 か ら 後 方 に 向 か っ て 延 び 、 且 つ 自 由 端 部 ６
ａ が 前 記 底 壁 ４ 上 を 摺 動 可 能 と さ れ た 弾 性 接 触 片 ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
前 記 弾 性 接 触 片 ６ は 、 底 壁 ４ の 前 端 縁 に 一 体 化 さ れ て お り 、 中 間 部 ６ ｂ が 天 壁 ５ に 向 か っ
て ア ー チ 形 に 湾 曲 形 成 さ れ 、 自 由 端 部 ６ ａ が 底 壁 ４ の 上 面 に 対 し て 摺 動 可 能 と さ れ て お り
、 そ の 自 由 端 部 ６ ａ の 先 端 は 摺 動 時 の 引 っ 掛 か り 防 止 の た め 上 向 き に 折 り 返 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ し て 、 図 ４ に 示 し た よ う に 、 こ の 雌 端 子 １ の 相 手 端 子 挿 入 部 ２ に 雄 端 子 ２ ０ を 挿 入 す る
と 、 該 雄 端 子 ２ ０ は 、 弾 性 接 触 片 ６ の 中 間 部 ６ ｂ を 押 し 下 げ な が ら 相 手 端 子 挿 入 部 ２ 内 に
入 っ て い き 、 弾 性 変 形 し た 弾 性 接 触 片 ６ と 天 壁 ５ と の 間 に 挟 持 さ れ る 。
こ の 状 態 で 、 前 記 雌 端 子 １ と 前 記 雄 端 子 ２ ０ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 こ の 雄 端 子 ２ ０ の
挿 入 の 際 、 弾 性 接 触 片 ６ は 、 底 壁 ４ の 前 端 縁 に 一 体 化 さ れ た 折 り 返 し 部 ６ ｃ と 、 底 壁 ４ に
接 触 す る 自 由 端 部 ６ ａ と で 両 端 支 持 さ れ な が ら 弾 性 変 形 し 、 そ の 変 形 に よ る バ ネ 反 力 を 雄
端 子 ２ ０ に 挟 持 力 と し て 与 え る 。 従 っ て 、 こ の バ ネ 反 力 が 、 雄 端 子 ２ ０ に 対 す る 挿 入 抵 抗
と し て 作 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ２ ８ ９ ０ ５ ５ 号 公 報 （ 図 ２ ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 上 述 し た 従 来 の 雌 端 子 １ に お い て は 、 図 ４ に 示 し た よ う に 、 雄 端 子 ２ ０ の 挿 入
に よ っ て 弾 性 接 触 片 ６ が 撓 ん だ 際 に 、 そ の 撓 み が 増 す に 従 っ て 、 弾 性 接 触 片 ６ の 自 由 端 部
６ ａ が 潰 れ て 底 壁 ４ に 徐 々 に 面 接 触 し て い き 、 弾 性 接 触 片 ６ の 自 由 端 部 ６ ａ 側 の 支 持 点 Ｐ
が 前 側 の Ｐ Ａ の 位 置 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ の 結 果 、 両 端 支 持 点 間 の 距 離 Ｌ が 短 く な る こ と で バ ネ 定 数 が 上 昇 し て し ま い 、 雄 端 子 ２
０ の 挿 入 力 （ 挿 入 抵 抗 ） が 増 大 す る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 雄 端 子 ２ ０ の 厚 さ に よ っ
て 弾 性 接 触 片 ６ の 支 持 点 Ｐ の 移 動 量 が 変 わ る た め 、 雄 端 子 ２ ０ の 公 差 範 囲 内 で の 誤 差 の 大
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き さ に よ り 、 雄 端 子 ２ ０ と 弾 性 接 触 片 ６ の 接 触 荷 重 が 変 わ り や す く 、 品 質 管 理 が し 難 い と
い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 上 記 課 題 を 解 消 す る こ と に 係 り 、 雄 端 子 の 挿 入 力 を 低 減 す る と 共
に 、 接 触 荷 重 を 容 易 に 管 理 す る こ と の で き る 良 好 な 雌 端 子 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 上 記 目 的 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し た よ う に 、 筒 状 の 相 手 端 子 挿 入 部 に お け る 底 壁 の
前 端 縁 か ら 後 方 に 向 か っ て 延 び 、 且 つ 自 由 端 部 が 前 記 底 壁 上 を 摺 動 可 能 と さ れ た 弾 性 接 触
片 が 設 け ら れ た 雌 端 子 で あ っ て 、
前 記 弾 性 接 触 片 の 自 由 端 部 に は 、 前 記 底 壁 に 向 か っ て 突 出 し 、 且 つ 、 相 手 端 子 の 挿 入 に よ
る 該 弾 性 接 触 片 の 弾 性 変 形 時 に 前 記 底 壁 上 に 接 触 す る こ と に よ り 、 そ の 接 触 部 分 よ り 前 側
の 部 分 を 前 記 底 壁 か ら 浮 か せ る 凸 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 雌 端 子 に よ り 達 成
さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 構 成 の 雌 端 子 に よ れ ば 、 弾 性 接 触 片 の 自 由 端 部 に 底 壁 に 向 か っ て 突 出 す る 凸 部 を 設 け
、 該 凸 部 で 底 壁 に 接 触 さ せ る よ う に し て い る の で 、 そ の 接 触 部 よ り も 前 側 の 部 分 で は 弾 性
接 触 片 と 底 壁 と の 間 に 常 に ク リ ア ラ ン ス を 確 保 す る こ と が で き る 。
そ こ で 、 雄 端 子 の 挿 入 に 応 じ て 弾 性 接 触 片 が 弾 性 変 形 す る 際 に 、 弾 性 接 触 片 の 自 由 端 部 側
の 支 持 点 が 底 壁 に 対 し て 前 側 に 徐 々 に 移 動 す る こ と が な く な り 、 弾 性 接 触 片 の 両 端 支 持 点
間 の 距 離 、 つ ま り 実 質 的 な バ ネ 長 さ が 一 定 に 保 た れ て 、 一 定 の バ ネ 定 数 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
従 っ て 、 雄 端 子 の 挿 入 に 伴 っ て 挿 入 抵 抗 が 高 く な る よ う な こ と が な く 、 常 に 一 定 の 力 で 雄
端 子 を 挿 入 す る こ と が で き る 。 ま た 、 雄 端 子 の 挿 入 に 応 じ て 弾 性 接 触 片 の 両 端 支 持 点 間 の
距 離 が 変 わ ら ず 、 弾 性 接 触 片 の バ ネ 定 数 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る の で 、 雄 端 子 の 公 差 範
囲 内 で の 誤 差 に よ る 弾 性 接 触 片 の 接 触 荷 重 の 変 化 も 小 さ く す る こ と が で き 、 品 質 管 理 が 容
易 と な り 、 生 産 性 の 向 上 に も 寄 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 雌 端 子 を 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 雌 端 子 の 縦 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は 図 １ に 示 し た 雌 端 子 に
雄 端 子 を 挿 入 し た 際 の 状 態 を 示 す 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 実 施 形 態 の 雌 端 子 ５ ０ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 図 示 し な い 電 線 の 端 部 が 接 続 さ
れ る 電 線 接 続 部 ５ ３ の 前 側 に 、 雄 端 子 ２ ０ を 挿 入 し 電 気 接 続 す る た め の 相 手 端 子 挿 入 部 ５
２ を 有 し て い る 。
矩 形 筒 状 の 前 記 相 手 端 子 挿 入 部 ５ ２ に は 、 底 壁 ５ ４ の 前 端 縁 か ら 後 方 に 向 か っ て 延 び 、 且
つ 自 由 端 部 ５ ６ ａ が 前 記 底 壁 ５ ４ 上 を 摺 動 可 能 と さ れ た 弾 性 接 触 片 ５ ６ が 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 弾 性 接 触 片 ５ ６ は 、 底 壁 ５ ４ の 前 端 縁 に 一 体 化 さ れ て お り 、 中 間 部 ５ ６ ｂ に は 天 壁 ５
５ に 形 成 し た 湾 曲 部 ５ ５ ａ に 向 か っ て ア ー チ 形 に 湾 曲 形 成 さ れ た 湾 曲 部 ５ ６ ｄ を 有 し 、 自
由 端 部 ６ ａ に は 前 記 底 壁 ５ ４ に 向 か っ て 突 出 し た 凸 部 ５ ７ が 設 け ら れ て い る 。
前 記 凸 部 ５ ７ は 、 雄 端 子 ２ ０ の 挿 入 に よ る 該 弾 性 接 触 片 ５ ６ の 弾 性 変 形 時 に 前 記 底 壁 ５ ４
上 に 接 触 す る こ と に よ り 、 そ の 接 触 部 分 よ り 前 側 の 部 分 を 前 記 底 壁 ５ ４ か ら 浮 か せ る よ う
に 、 底 壁 ５ ４ に 向 か っ て 突 出 す る 半 円 弧 状 断 面 を 有 す る よ う に 屈 曲 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
即 ち 、 本 実 施 形 態 の 雌 端 子 ５ ０ は 、 図 ２ に 示 し た よ う に 、 弾 性 接 触 片 ５ ６ の 自 由 端 部 ５ ６
ａ に 底 壁 ５ ４ に 向 か っ て 突 出 す る 凸 部 ５ ７ を 設 け 、 該 凸 部 ５ ７ で 底 壁 ５ ４ に 接 触 さ せ る よ
う に し て い る の で 、 そ の 接 触 部 よ り も 前 側 の 部 分 で は 弾 性 接 触 片 ５ ６ と 底 壁 ５ ４ と の 間 に
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常 に ク リ ア ラ ン ス Ｈ を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
そ こ で 、 雄 端 子 ２ ０ の 挿 入 に 応 じ て 弾 性 接 触 片 ５ ６ が 弾 性 変 形 す る 際 に 、 弾 性 接 触 片 ５ ６
の 自 由 端 部 側 の 支 持 点 Ｐ が 底 壁 ５ ４ に 対 し て 前 側 に 徐 々 に 移 動 す る こ と が な く な り 、 弾 性
接 触 片 ５ ６ の 両 端 支 持 点 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｄ 間 の 距 離 Ｌ 、 つ ま り 実 質 的 な バ ネ 長 さ が 一 定 に 保
た れ て 、 一 定 の バ ネ 定 数 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
従 っ て 、 雄 端 子 ２ ０ の 挿 入 に 伴 っ て 挿 入 抵 抗 が 高 く な る よ う な こ と が な く 、 常 に 一 定 の 力
で 雄 端 子 ２ ０ を 挿 入 す る こ と が で き る 。 ま た 、 雄 端 子 ２ ０ の 挿 入 に 応 じ て 弾 性 接 触 片 ５ ６
の 両 端 支 持 点 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｄ 間 の 距 離 Ｌ が 変 わ ら ず 、 弾 性 接 触 片 ５ ６ の バ ネ 定 数 を 一 定 に
保 つ こ と が で き る の で 、 雄 端 子 ２ ０ の 公 差 範 囲 内 で の 誤 差 に よ る 弾 性 接 触 片 ５ ６ の 接 触 荷
重 の 変 化 も 小 さ く す る こ と が で き 、 品 質 管 理 が 容 易 と な り 、 生 産 性 の 向 上 に も 寄 与 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
尚 、 本 発 明 の 雌 端 子 に お け る 弾 性 接 触 片 及 び 凸 部 の 構 成 は 、 上 記 実 施 形 態 に お け る 弾 性 接
触 片 ５ ６ 及 び 凸 部 ５ ７ の 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 に 基 づ い て 種 々 の
形 態 を 採 り う る こ と は 云 う ま で も な い 。
例 え ば 、 前 記 凸 部 を プ レ ス 時 に 半 球 状 に 膨 出 さ せ た 突 起 で 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 雌 端 子 に よ れ ば 、 弾 性 接 触 片 の 自 由 端 部 に 底 壁 に 向 か っ て
突 出 す る 凸 部 を 設 け 、 該 凸 部 で 底 壁 に 接 触 さ せ る よ う に し て い る の で 、 そ の 接 触 部 よ り も
前 側 の 部 分 で は 弾 性 接 触 片 と 底 壁 と の 間 に 常 に ク リ ア ラ ン ス を 確 保 す る こ と が で き る 。
そ こ で 、 雄 端 子 の 挿 入 に 応 じ て 弾 性 接 触 片 が 弾 性 変 形 す る 際 に 、 弾 性 接 触 片 の 自 由 端 部 側
の 支 持 点 が 底 壁 に 対 し て 前 側 に 徐 々 に 移 動 す る こ と が な く な り 、 弾 性 接 触 片 の 両 端 支 持 点
間 の 距 離 、 つ ま り 実 質 的 な バ ネ 長 さ が 一 定 に 保 た れ て 、 一 定 の バ ネ 定 数 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
従 っ て 、 雄 端 子 の 挿 入 に 伴 っ て 挿 入 抵 抗 が 高 く な る よ う な こ と が な く 、 常 に 一 定 の 力 で 雄
端 子 を 挿 入 す る こ と が で き る 。 ま た 、 雄 端 子 の 挿 入 に 応 じ て 弾 性 接 触 片 の 両 端 支 持 点 間 の
距 離 が 変 わ ら ず 、 弾 性 接 触 片 の バ ネ 定 数 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る の で 、 雄 端 子 の 公 差 範
囲 内 で の 誤 差 に よ る 弾 性 接 触 片 の 接 触 荷 重 の 変 化 も 小 さ く す る こ と が で き 、 品 質 管 理 が 容
易 と な り 、 生 産 性 の 向 上 に も 寄 与 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 雌 端 子 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 雌 端 子 に 雄 端 子 を 挿 入 し た 際 の 状 態 を 示 す 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 雌 端 子 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 し た 雌 端 子 に 雄 端 子 を 挿 入 し た 際 の 状 態 を 示 す 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ ０ 　 雄 端 子
５ ０ 　 雌 端 子
５ ２ 　 相 手 端 子 挿 入 部
５ ４ 　 底 壁
５ ５ 　 天 壁
５ ６ 　 弾 性 接 触 片
５ ６ ａ 　 自 由 端 部
５ ７ 　 凸 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 12月 18日 (2003.12.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
筒 状 の 相 手 端 子 挿 入 部 に お け る 底 壁 の 前 端 縁 か ら 後 方 に 向 か っ て 延 び 、 且 つ 自 由 端 部 が 前
記 底 壁 上 を 摺 動 可 能 と さ れ た 弾 性 接 触 片 が 設 け ら れ た 雌 端 子 で あ っ て 、
前 記 弾 性 接 触 片 の 自 由 端 部 に は 、 前 記 底 壁 に 向 か っ て 突 出 し 、 且 つ 、 相 手 端 子 の 挿 入 に よ
る 該 弾 性 接 触 片 の 弾 性 変 形 時 に 前 記 底 壁 上 に 接 触 す る こ と に よ り 、 そ の 接 触 部 分 よ り 前 側
の 部 分 凸
部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 雌 端 子 。
【 請 求 項 ２ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】

(5) JP 2004-253166 A 2004.9.9

に お い て 前 記 弾 性 接 触 片 と 前 記 底 壁 と の 間 に 常 に ク リ ア ラ ン ス を 確 保 す る た め の

前 記 弾 性 接 触 片 の 弾 性 変 形 時 に 、 当 該 弾 性 接 触 片 の 中 間 部 に お け る 前 記 相 手 端 子 に 対 す る
接 点 部 と 、 前 記 底 壁 に 対 す る 前 記 弾 性 接 触 片 の 接 点 と な る 前 記 凸 部 と の 間 の 距 離 が 一 定 に
保 た れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 雌 端 子 。



【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 上 記 目 的 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し た よ う に 、 筒 状 の 相 手 端 子 挿 入 部 に お け る 底 壁 の
前 端 縁 か ら 後 方 に 向 か っ て 延 び 、 且 つ 自 由 端 部 が 前 記 底 壁 上 を 摺 動 可 能 と さ れ た 弾 性 接 触
片 が 設 け ら れ た 雌 端 子 で あ っ て 、
前 記 弾 性 接 触 片 の 自 由 端 部 に は 、 前 記 底 壁 に 向 か っ て 突 出 し 、 且 つ 、 相 手 端 子 の 挿 入 に よ
る 該 弾 性 接 触 片 の 弾 性 変 形 時 に 前 記 底 壁 上 に 接 触 す る こ と に よ り 、 そ の 接 触 部 分 よ り 前 側
の 部 分 凸
部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 雌 端 子 に よ り 達 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
従 っ て 、 雄 端 子 の 挿 入 に 伴 っ て 挿 入 抵 抗 が 高 く な る よ う な こ と が な く 、 常 に 一 定 の 力 で 雄
端 子 を 挿 入 す る こ と が で き る 。

前 記 底 壁 に 対 す る の 接 点 と な る 前 記 凸 部 と の 間 の 距 離 が 一
定 に 保 た れ る こ と を 特 徴 と す る

雄 端 子 の 挿 入 に 応 じ て 弾 性 接 触 片 の 両 端 支 持 点 間 の 距 離 が
変 わ ら ず 、 弾 性 接 触 片 の バ ネ 乗 数 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る の で 、 雄 端 子 の 公 差 範 囲 内 で
の 誤 差 に よ る 弾 性 接 触 片 の 接 触 荷 重 の 変 化 も 小 さ く す る こ と が で き 、 品 質 管 理 が 容 易 と な
り 、 生 産 性 の 向 上 に も 寄 与 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 弾 性 接 触 片 ５ ６ は 、 底 壁 ５ ４ の 前 端 縁 に 一 体 化 さ れ て お り 、 中 間 部 ５ ６ ｂ に は 天 壁 ５
５ に 形 成 し た 湾 曲 部 ５ ５ ａ に 向 か っ て ア ー チ 形 に 湾 曲 形 成 さ れ た 湾 曲 部 ５ ６ ｄ を 有 し 、

に は 前 記 底 壁 ５ ４ に 向 か っ て 突 出 し た 凸 部 ５ ７ が 設 け ら れ て い る 。
前 記 凸 部 ５ ７ は 、 雄 端 子 ２ ０ の 挿 入 に よ る 該 弾 性 接 触 片 ５ ６ の 弾 性 変 形 時 に 前 記 底 壁 ５ ４
上 に 接 触 す る こ と に よ り 、 そ の 接 触 部 分 よ り 前 側 の 部 分 を 前 記 底 壁 ５ ４ か ら 浮 か せ る よ う
に 、 底 壁 に 向 か っ て 突 出 す る 半 円 弧 状 断 面 を 有 す る よ う に 屈 曲 形 成 さ れ て い る 。
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に お い て 前 記 弾 性 接 触 片 と 前 記 底 壁 と の 間 に 常 に ク リ ア ラ ン ス を 確 保 す る た め の

　 ま た 、 本 発 明 の 上 記 目 的 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た よ う に 、 前 記 弾 性 接 触 片 の 弾 性 変 形 時
に 、 前 記 弾 性 接 触 片 の 弾 性 変 形 時 に 、 当 該 弾 性 接 触 片 の 中 間 部 に お け る 前 記 相 手 端 子 に 対
す る 接 点 部 と 、 前 記 弾 性 接 触 片

雌 端 子 に よ り 達 成 さ れ る 。
　 上 記 構 成 の 雌 端 子 に よ れ ば 、

自
由 端 部 ５ ６ ａ
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